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衆
議
院
議
員
矢
上
雅
義
君
提
出
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
五
疾
病
」
に
係
る
「
患
者
数
」
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
平
成
二
十
六
年
十
月
に
実
施
し
た
患
者
調
査

に
お
い
て
、
精
神
及
び
行
動
の
障
害
は
約
三
百
十
七
万
五
千
人
、
悪
性
新
生
物
は
約
百
六
十
二
万
六
千
人
、
脳
血
管
疾
患
は

約
百
十
七
万
九
千
人
、
急
性
心
筋
梗
塞
は
約
三
万
三
千
人
、
糖
尿
病
は
約
三
百
十
六
万
六
千
人
と
そ
れ
ぞ
れ
の
傷
病
の
「
総

患
者
数
」
が
推
計
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
精
神
及
び
行
動
の
障
害
、
悪
性
新
生
物
及
び
糖
尿
病
の
患
者
数
は
増
加
傾

向
、
脳
血
管
疾
患
及
び
急
性
心
筋
梗
塞
の
患
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
「
五
疾
病
」
は
、

い
ず
れ
も
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
国
民
の
健
康
の
保

持
を
図
る
た
め
に
特
に
広
範
か
つ
継
続
的
な
医
療
の
提
供
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

な
お
、
お
尋
ね
の
「
生
涯
有
病
率
等
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
精
神
障
害
者
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
七
月
三
日
の
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
（
当
時
）

が
「
精
神
科
病
院
に
お
け
る
身
体
的
拘
束
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
適
切
に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
・
・
・
厚
生
労
働
科
学
研
究
班
に
お
い
て
は
身
体
拘
束
の
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
研
究
班
の
議
論
の
結
果
も
踏
ま
え
て
必
要
な
対
応
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
い
わ
ゆ
る
「
精
神
科
特
例
」
」
と
は
、
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十

二



一
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の

下
、
厚
生
省
事
務
次
官
通
知
に
よ
り
、
主
と
し
て
精
神
病
又
は
結
核
の
患
者
を
収
容
す
る
病
室
を
有
す
る
病
院
に
つ
い
て
一

般
の
病
院
よ
り
も
少
な
い
数
の
医
師
等
の
人
員
の
配
置
を
認
め
て
い
た
制
度
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
当
該
制
度
に
つ
い

て
は
、
改
正
法
の
施
行
に
伴
い
廃
止
さ
れ
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
に
お
い
て
精
神
病

床
（
医
療
法
第
七
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
精
神
病
床
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
に
つ
い
て
の
病
院
に
置
く
べ
き
医

師
の
員
数
の
標
準
等
に
関
す
る
基
準
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
一
般
科
病
床
と
精
神
科
病
床
の
人
員
配
置
基
準
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
現
行
の
医
療
法
施
行
規
則
で
は
、
長
期
に
入
院
す
る
者
が
多
い
こ
と
に
も
着
目
し
て
精
神
病
床
へ
の
医
師
及
び
看
護

職
員
の
配
置
数
に
つ
い
て
療
養
病
床
（
医
療
法
第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
い
う
。
）
と
同
等
の
も
の

と
す
る
考
え
方
の
下
、
例
え
ば
、
医
師
に
つ
い
て
は
、
病
院
に
置
く
べ
き
そ
の
員
数
の
標
準
に
つ
い
て
「
精
神
病
床
及
び
療

養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
三
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
、
精
神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病
室
以
外
の
病
室

の
入
院
患
者
・
・
・
の
数
と
外
来
患
者
・
・
・
の
数
を
二
・
五
（
精
神
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
又
は
眼
科
に
つ
い
て
は
、
五
）
を

も
つ
て
除
し
た
数
と
の
和
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
数
」
と
い
う
。
）
が
五
十
二
ま
で
は
三
と
し
、
特
定
数
が
五
十

三



二
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
特
定
数
か
ら
五
十
二
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除
し
た
数
に
三
を
加
え
た
数
」
と
定
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
精
神
科
病
院
に
お
い
て
医
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
臨
床
心
理
士
、
作
業
療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
の

一
人
当
た
り
が
受
け
持
つ
病
床
数
」
に
つ
い
て
、
他
国
と
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
精
神
障
害
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
の
指
針
（
平
成
二
十
六

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
五
号
）
に
お
い
て
、
「
急
性
期
の
精
神
障
害
者
を
対
象
と
す
る
精
神
病
床
に
お
い
て
は
、
医
師

及
び
看
護
職
員
の
配
置
を
一
般
病
床
と
同
等
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
精
神
障
害
者
の
状
況
に
応
じ
た
医
師
、
看
護
職
員
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
作
業
療
法
士
等
の
多
職
種
の
チ
ー
ム
に
よ
る
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
、
退
院
支
援
等
の
取
組
を
推
進

す
る
」
等
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

四



精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
平
成
三
十
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
「
精
神
障

害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
推
進
事
業
」
及
び
「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
総
額
約
五
・
六
億
円
（
対
前
年
度
比
約
三
・
二
億
円
増
）
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
予
算
の
確
保
も
含
め
、
精
神
保
健
福
祉
施
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
認
知
症
の
方
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
取
組
を
進
め
て
い
く
た
め
、
我
が
国
の

認
知
症
国
家
戦
略
と
し
て
策
定
し
た
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
」
（
平
成
二
十
九
年
七
月
五

日
改
訂
）
に
沿
っ
て
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
つ
つ
、
総
合
的
な
施
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。五


